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苦手は研究の母?

増井 俊之

グループウェアの研究活動を行なっていた ACM SIG-

GROUP (Special Interest Group on Groupware) が，
昨年内紛のために崩壊してしまったらしい．グループウェ
アの研究者の集まりのはずなのにグループ運営が苦手だ
というのはどういうことなんだと多数ツッコまれたはず
であるが，よく考えてみると，私自身も情報整理が超苦
手なのに情報整理システムの研究を行なっていたりする
し，直感とは異なり，どうやら人は自分が苦手なことを研
究テーマに選んでしまうことが多いらしい．調べてみた
ところ，苦手なことを研究テーマに選んでしまう傾向は
「専攻分野反転の法則」(http://homepage3.nifty.com/

MASUDA/tsuratsura/tsuratsura3.html)とか「研究補
償説」と呼ばれる定説だということがわかった．こうい
う傾向は計算機科学に限るわけではなくて，言語学の研
究者は何をしゃべっているのかわからない奴が多いし音
楽学の研究者は音痴が多いらしい．人生いろいろである．

* * *
さて，私は「ユーザインタフェース」のソフト／ハード
の研究開発を行なっているのだが，これは使いにくいシ
ステムを改良したり，使いやすいシステムを新発明した
りするという仕事である．最近はWindows といえども
容易にハングアップしなくなったようだが，まだまだ世
の中は使いにくいシステムで満ちあふれているからこの
商売はしばらくは安泰なはずである．使いにくいシステ
ムをみつけて文句を言うだけなら簡単そうだし，実際簡
単なのだが，世の中なんでも他人のせいにする人ばかり
ではない．機械がうまく動かないのは自分の責任だと思っ
たり，自分の能力不足のせいで使いこなせないのだと思っ
たりする人は意外と多い．レンタルビデオの返却を忘れ
てトンでもない金を請求されるのは自業自得だと納得し
ている人も多い．文句を言えるのも才能なのである．イ
ンタフェース研究者の間では有名な心理学者の Donald

Norman 氏は使いにくい機械を発見することの名人で，
さまざまな機械の問題点を的確に指摘する多くの本を執
筆した．機械が使いにくいのは人間のせいじゃないんだ，
使いにくいと思ったときは正直にそう言っていいんだ，と
いうことを世間に知らしめた功績は大きい．

Norman 氏と同様，使いにくさを発見するのは私も得
意である．機械の使いこなしが苦手だからである．昔，自
分はWindows の使いにくさをなんとかしたいと思って
研究してるんだと同僚に言ったところ，Windowsのどこ
が使いにくいんじゃと不思議がられたことがあった．そ
ういうWindows の達人にはWindows を改良すること
はできないはずだから，ものを使うのが苦手であること
はインタフェース研究者の資質として重要だろう．最高

の情報整理システムを作れる人がいるとすれば，システ
ム作りは素晴らしく得意なのに情報整理が絶望的に下手
な人間だろう．そういう人は沢山いそうなものだが，最
高の情報整理システムがまだ出現していないところを見
ると，両方の資質をもつ人は少ないのかもしれない．
「好きこそものの上手なれ」とか「必要は発明の母」

と言うが，実は「苦手は研究の母」なのである．なんで
も得意な人は新発明が苦手なはずである．ちなみに最高
に頭が良い人は工学の研究者には向かないらしい．何が
できて何ができないか最初から予測できてしまうからだ
という．苦手がない人は工学の研究には向いていないの
かもしれない．

* * *
私は奇麗に字や絵を書くのが苦手なので，優れたエディ
タや入力システムや出力システムが欲しいといつも思っ
ている．整理も苦手なので情報整理システムや検索シス
テムを模索しているし，絵を描くのが苦手だから「お絵
描き支援システム」は欲しいと思っている．しかし楽器は
人並に弾けるので「楽器演奏支援システム」が欲しいと
は思わない．私がお世話になっている様々な便利なシステ
ムはみんな何かが苦手な人達が作ったものなのだろうか．
本物のプログラマは IDE を使わないような気がする

し，Paul Graham氏はオブジェクト指向なんか要らない
と言っていた．ような気がする．バリバリプログラムを
書くハッカーにはソフトウェア工学は不要なように思わ
れるが，これはプログラミングが苦手な人の研究分野な
のだろうか．私は Emacs や TEX や日本語入力システム
がなければ全く文章を書くことができないのだが，こう
いうのが苦手な人のおかげでこういうシステムが整備さ
れたのだろう．たぶん．
では私は何を研究したらいいのだろう? 苦手な分野

を研究対象にしがちだからといっても成果が出るとは限
らない．Norman 氏は使いにくさの発見は得意だったも
のの新製品の設計は苦手だったらしく，一時勤めていた
Apple などで画期的な製品を出すことには成功しなかっ
た．アイデア出しが得意な人はアイデア生成支援システ
ムなんか作らないはずだから，すごいアイデアにもとづ
いた「アイデア生成支援システム」の登場は期待薄であ
る．同様に，金を儲けるのが苦手な私が金を儲けるため
の研究をしても勝算は低そうな気がする．コラム作成を
支援する「コラム執筆支援システム」か「締切遵守シス
テム」あたりで我慢しよう．
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